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 いじめの温床  

 フレンドスペース元代表の教育心理カウンセラーの富田富士也さん（「引きこもり」という言葉の命名はこの人）が

『子どもの悩みに寄り添うカウンセリング』という本の中にこんな話を載せています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  笑顔で過ごしていたり，気にしていないような受け答えをしていたり見えても，心の中で傷ついているこ

とはあるものです。体型や見た目など本人にはどうすることもできないことを言って傷つけることも子ども 

の世界では意外とあります。甘やかしではなく，甘えられる場所＝子どもが弱音を吐け 

る場所があることは大切です。いじめの温床はどこにでもあります。そのギリギリのと 

ころでがんばっている子どももいるのかもしれません。 

Ｆさんは，小さいころから自分の体型に敏感でした。親せきに行くと姉は「かわいい」と言われるの

に，Ｆさんは「体格がいい」としか言われませんでした。このころから，いつの間にか他人と比較ばか

りして悩む子になりました。母親からは「気にしないことが一番」と言われて育ちました。小５になる

と周囲のからかいを勉強で跳ね返し，母親の忠告を守って，体型のことを言われても「私，気にしてい

ないもん」と笑い飛ばすことにしました。 

Ｆさんは中学では，バスケットボール部に入りました。顧問の男性教師から 

「ケツが大きい」「足が太い」と言われても母親の“しつけ”をかたくなに守り 

ました。「怒れば『冗談のわからないヤツ』と思われるだけなので，『表面は傷ついてないよ』と笑みを

浮かべていたけど，心の中はズタズタに傷ついていた」とＦさんは振り返ります。 

 中１秋の球技大会のバスケットボールの試合でＦさんのフリースローが入れば同点というチャンスが

めぐってきました。精神統一をするＦさんに「デーブ，デーブ」という“デブコール”が襲いかかりま

した。動揺したＦさんのフリースローは外れ，試合は負け，みんな泣きました。でもＦさんの涙は，こ

うまでして母親の“しつけ”を守り続ける自分のみじめさでした。 

     「弱いのはわかっている。耐えなければならないこともわかっている。 

みんな幸せになってください。もう何も感じないのです。さようなら。」 

 Ｆさんはこう書き残して薬を飲み，手首にカッターナイフをあてました。幸運にも，母親の早い発見

で死はまぬがれました。入院中，ずっと付き添った母親は，学校でも家庭でも孤立無援だったＦさんの

心の傷を，忍耐強く受容と傾聴で癒していきました。“しつけ”のよろいを脱ぎ去り，「つらかった」と

弱音を吐かせることでＦさんの心は徐々に癒されていったのです。 

 入院先の庭で，腰をかがめ，じっとアリの後を追うＦさんの目は，いつまでもその小さな生命を見つ

めていました。 
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以前に新聞に「さかなクン」のいじめについての話が載っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 よく識者が「集団で暮らす中には，必ずいじめが起こる」などとコメントを出すことがあります。上記の

メジナのように，ある意味，仕方がないことなのかもしれませんが，魚と人間は違います。 

集団の質が問われるのだと思います。いじめや仲間はずれが起こらない集団もあります。その集団のリー

ダー，指導者の力により，いじめや仲間はずれが起こらない場合も多くあります。私は教師がいじめは絶対

に許さないという姿勢を示すことによって防ぐことができると信じています。もちろん，保護者がいじめを

しない子に育てることが前提です。 

  うちの子に限ってなどと思わずに，その温床はどこにでもあると思っ

てアンテナを高くしていく必要があります。子どもが自分はいじめだと

思っていなくても，相手にとっては傷つく言葉だったり，行動だったり

することが，いじめとして報告されることも多くあります。自分の子ど

もに限らず，気になるようなことがありましたら，担任や学校に情報を

お寄せください。情報元を明かすことは絶対にしません。 

地域・保護者・学校が，ともに子どもを育てる学校であること，楽しい学校であることは，いじめのない

学校であることが前提です。 

 

 横浜の公立中学校の校長先生方が，いじめない
● ● ● ● ●

子
●

はどんな家庭に育っているかを調べた結果があります。 
 

 

 

 

 

 

最後に「金八先生」のモデルといわれる，現在は教育評論家の坂本光男さんという方の詩を紹介します。 

 

 

 

 

 

神戸での教員の間のいじめの報道には少なからずショックを受けています。本校の教職員には 絶対にありえません。 

○親が子どもの生まれたときの話をよく伝え，大切な子宝としてあたたかく育てている。 

○親が子どもの学校生活をよく理解し，指導するとともに地域社会への参加，奉仕活動に熱心である。 

○親自ら，あたたかい雰囲気の家庭をつくり，家族一人一人に存在感を与える。 

○親が人の悪口を言うのではなく，ほめるように努めて，感謝して生活する。 

○親が子どもに「誰にでもよいところがあるので，そのよさを認めて，仲よくしなさい」と声をかけ，よ

りよい人間関係がつくれるように支援する。 

○親自身が目標をもって生きがいを見つけ，子どもに目標を見出させ，それに向かって努力することがで

きるように励ましている。 

たとえばメジナは海の中で仲よく群れて泳いでいます。そのメジナをせまい水そ 

うに一緒に入れたら，１匹を仲間はずれにして攻撃し始めたのです。ケガをしてか 

わいそうなので，そのメジナを別の水そうに入れました。すると残ったメジナは別 

の１匹をいじめ始めました。助け出しても，また次のいじめられっ子が出てきます。 

いじめっ子を水槽から出しても新たないじめっ子が表れます。広い海の中ならこん 

なことはないのに，小さな世界に閉じこめると，なぜかいじめが始まるのです。同じ場所にすみ，同じ 

エサを食べる，同じ種類どうしなのに…。 

 中学時代のいじめも，小さな部活動でおきました。ぼくは，いじめる子たちに「なんで？」と聞けま

せんでした。でも仲間はずれにされた子とはよく魚つりに行きました。学校から離れて，海岸で一緒に

糸をたれているだけで，その子はほっとした表情になっていました。話を聞いてあげたり，励ましたり

できなかったけれど，だれかが隣にいるだけで安心できたのかもしれません。 


